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て, グリッド環境のリソースを簡単に利用できるようになる. このように, グリ
ッドポータルは基盤にある複雑なグリッド技術やアプリケーションを抽象化する
高位のユーザインターフェースとして重要なシステムである. 
近年, グリッドポータルとしての基本機能を備えたGridSphereやGridPortlets
の開発が行われている. これらのツールを用いれば, アプリケーションの要求を
柔軟に満たす機能の拡張性や再利用性の高いグリッドポータルを構築できるた
め, 既に多数のアプリケーションへの適用事例が報告されており, グリッドポー
タルのデファクトスタンダードとして広く利用されている. しかし, GridSphere
およびGridPortletsを用いてグリッドポータルを構築するには, Webプログラミ
ングやGridPortletsに熟知した開発者が必要となるため, 特別な知識をもたない
アプリケーション開発者のみでグリッドポータルを構築することは難しい. ま
た, GridRPCアプリケーションのようなアプリケーションの配置に手間のかかる
アプリケーションでは, グリッドポータルを構築するアプリケーション開発者へ
の負担はさらに大きいものとなる.  
従って, GridSpehreおよびGridPortletsの既存の機能のみではグリッドポータ
ル構築ツールとして不十分であり, アプリケーション開発者でも容易にグリッド
ポータルを構築できるフレームワークが新たに必要である. 
そこで本研究では, アプリケーションの配置からグリッドポータル構築までを
支援するGnsPortletsの設計および実装を行った. これにより, 特別な知識をもた
ないアプリケーション開発者のみでも3つのXMLファイルを記述するだけでグリッ
ドポータルを構築することができる. また, GnsPortletsを用いることでGridRPC
アプリケーションの運用を管理できることや, GnsPortletsがもつ高い拡張性や
再利用性についても確認を行った. 
 
